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R C A プ ロ ジ ェ ク ト 活 動 報 告 ( R A S 5 0 8 1 食 品 の 原 料 ・ 原 産 地 判 別 技 術 )  

 

鈴 木  彌 生 子  

 

国 立 研 究 開 発 法 人 ・ 農 業 ・ 食 品 産 業 技 術 総 合 研 究 機 構 ・ 食 品 研 究 部 門  

 

米 は 日 本 に お い て も 需 要 の 高 い 農 作 物 で あ る が 、 ア ジ ア の 食 文 化 に お い

て も 重 要 な 農 作 物 の 一 つ で あ る 。 世 界 全 体 の 米 生 産 に 占 め る ア ジ ア 諸 国 の

寄 与 は 非 常 に 大 き く 、 2 0 0 9  年 に は 世 界 の 生 産 量 の 約 9  割 に 達 し て お り 、

ア ジ ア に お い て は 輸 出 入 が 盛 ん に 行 わ れ て い る 。 ア ジ ア 各 国 で は 問 題 は 日

本 よ り 深 刻 で 、 ” P l a s t i c  r i c e ” と い う プ ラ ス チ ッ ク で で き た 米 を 混 ぜ て 水 増

し す る な ど 、 食 品 の 信 頼 性 を 考 え る 前 に 、 安 全 性 の 点 で 大 き な 問 題 を 抱 え

て い る の が 現 状 で あ る 。 一 方 で 各 国 に も 守 り た い ブ ラ ン ド 食 品 （ 例 え ば 、 バ

ス マ テ ィ ラ イ ス な ど ） が 存 在 す る た め 、 産 地 判 別 技 術 の 開 発 も 求 め ら れ て い

る 。 科 学 的 根 拠 に 基 づ く ア ジ ア の コ メ の ト レ ー サ ビ リ テ ィ シ ス テ ム の 開 発 が 大

き な 課 題 と な っ て い る 。  

国 際 原 子 力 機 関 ( I A E A ) は 、 農 業 分 野 に お い て も 、 原 子 力 技 術 の 平 和 利

用 に 積 極 的 に 協 力 し て お り 、 そ の 一 つ と し て 、 食 品 の 安 全 性 や 信 頼 性 に 関

す る 研 究 支 援 を 行 っ て い る 。 I A E A の ア ジ ア 太 平 洋 地 域 に お け る 農 業 分 野

の プ ロ ジ ェ ク ト の 一 つ と し て 、 2 0 1 8 年 よ り  E n h a n c i n g  F o o d  S a f e t y  a n d  

S u p p o r t i n g  R e g i o n a l  A u t h e n t i c a t i o n  o f  F o o d s t u f f s  t h r o u g h  

I m p l e m e n t a t i o n  o f  N u c l e a r  T e c h n i q u e s  ( R A S 5 0 8 1 ) が ス タ ー ト し た 。

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド が リ ー ド カ ン ト リ ー と な り 、 ア ジ ア 太 平 洋 地 域 よ り 1 9 か 国 が

参 加 し 、 米 ・ ハ チ ミ ツ ・ 乳 製 品 ・ お 茶 を 中 心 に 、 食 品 の 安 全 性 や 信 頼 性 に 関

す る 問 題 に 対 し 、 安 定 同 位 体 比 分 析 な ど を 用 い た 解 決 策 や 技 術 支 援 に つ

い て 議 論 を 行 っ て い る 。  

安 定 同 位 体 比 分 析 に つ い て 簡 単 に 説 明 す る 。 生 物 は 炭 素 を 骨 格 と

し て 水 素 、 窒 素 、 酸 素 の 軽 元 素 か ら 主 に 構 成 さ れ る 。 こ れ ら 軽 元 素 に

は 安 定 同 位 体 （ 1 3 C / 1 2 C 、  D / H 、  1 5 N / 1 4 N 、  1 8 O / 1 7 O / 1 6 O ） が 存 在 す

る 。 安 定 同 位 体 比 は そ の 質 量 数 の 違 い か ら 様 々 な 化 学 的 過 程 で 同 位

体 分 別 を 起 こ す こ と よ り 、 起 源 生 物 や 生 合 成 過 程 、 生 育 環 境 な ど の 情

報 を 保 存 し て い る 。 つ ま り 、 生 物 の 軽 元 素 の 安 定 同 位 体 比 は 、 生 育 環

境 を 反 映 す る こ と か ら 、 同 一 の 生 物 で あ っ て も 生 育 条 件 に よ っ て 異 な る

値 を 示 す 。 植 物 の 炭 素 同 位 体 比 は 、 同 一 植 物 で あ れ ば 、 二 酸 化 炭 素

を 固 定 す る 際 の 温 度 ・ 土 壌 水 分 条 件 ・ 二 酸 化 炭 素 濃 度 と い っ た 環 境 要

因 の 影 響 を 反 映 す る 。 水 素 ・ 酸 素 同 位 体 比 は 主 に 生 育 環 境 水 の 水 素 ・

酸 素 同 位 体 比 や 温 度 ・ 湿 度 を 反 映 す る 。 雨 水 や 地 下 水 、 河 川 水 等 に お

け る 水 の 酸 素 ・ 水 素 同 位 体 比 は 、 緯 度 効 果 ・ 高 度 効 果 ・ 内 陸 効 果 と い っ た 地

理 的 な 要 因 で 変 化 す る 。 よ っ て 、 米 の 炭 素 ・ 酸 素 ・ 水 素 同 位 体 比 を 分 析 す る

こ と で 、 産 地 判 別 が 可 能 と 考 え ら れ る 。  
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安 定 同 位 体 比 分 析 は 、 I A E A が 標 準 物 質 を 販 売 す る な ど 、 深 い つ な が り

の あ る 技 術 で あ る 。 本 プ ロ ジ ェ ク ト で は 、 安 定 同 位 体 比 分 析 を 中 心 に 、 ト レ

ー ニ ン グ コ ー ス が ４ 回 開 催 さ れ た 。 １ 回 目 は 基 礎 技 術 編 （ ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド ） 、

２ 回 目 は 応 用 技 術 編 p a r t 1 （ マ レ ー シ ア ） 、 ３ 回 目 は 統 計 解 析 編 （ 中 国 ） 、 ４

回 目 は 応 用 技 術 編 p a r t 2 （ 中 国 ） で あ っ た 。 分 析 技 術 か ら デ ー タ 解 析 ま で 、

参 加 者 の レ ベ ル に 合 わ せ て 幅 広 く カ バ ー さ れ て い る 。 安 定 同 位 体 比 分 析 は 、

高 度 な 技 術 が 求 め ら れ る の は も ち ろ ん で あ る が 、 高 額 の 分 析 装 置 や 実 験 施

設 が 必 要 で あ り 、 研 究 支 援 が 必 要 な 国 が 多 い 。 本 プ ロ ジ ェ ク ト に お い て 、 日

本 は 、 ア ジ ア 各 国 か ら 米 を 収 集 し 、 安 定 同 位 体 比 デ ー タ ベ ー ス の 構 築 を 進

め て い る 。 日 本 の み な ら ず 、 ア ジ ア 太 平 洋 地 域 の 食 品 の 信 頼 性 を 確 保 す る

た め に 、 互 い に 協 力 し 合 い 、 食 品 の 信 頼 性 を 高 め る た め の 技 術 開 発 を 引 き

続 き 積 極 的 に 進 め て い き た い 。  


